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胸部エックス線検診受診状況と関連する要因について

若年・中年層住民における検討
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目的　胸部エックス線検診受診率向上を図るために，受診動向を明らかにし，関連要因を検討す

る。

対象と方法　香川県下の人口約8万人の都市で，胸部エックス線検診受診動向について調査し

た。郵送法で質問紙調査を行い，有効な回答が得られた20～59歳住民1,815人を解析に用い

た。

結果　1.　胸部エックス線検診の受診割合は，被用者では78.3％と高く，被用者以外では33.9％

と低かった。ただし，被用者のうち職域健診がない者の受診割合は15.9％と非常に低かっ

た。

　2.　受診者のうち，自治体の住民健診を利用した者の割合は，被用者で職域健診がない者

で9割程度，被用者以外では6割程度であった。

　3.　未受診者で健診制度を知っていた者は，被用者で職域健診のある者，被用者以外の有

職者，無職者では7割前後であった。被用者で職域健診のない者では53.7％にとどまってお

り，また，若年層では知らない者が多い傾向にあった。

　4.　健診制度を知っていた者の未受診の理由は，被用者および被用者以外の有職者では

「都合が悪い」，「健康なので不要」が主な理由であった。無職者では「健康なので不要」が

主な理由であった。

　5.　胸部エックス線検診受診者は，検診未受診者に比べて，好ましい保健習慣の実行項目

数が多い傾向にあった。

結論　胸部エックス線検診受診割合は被用者で高く，被用者以外では低かった。検診体制の整備

について労働衛生上の課題があり，現状では地域保健サイドからの補完的役割が重要である

と考えられた。検診受診と保健習慣の実行は相互の関連が示唆された。結核対策の一つとし

て考える場合，とりわけ地域保健サイドの主なターゲット集団である「被用者以外」では，

検診を「健康なので不要」とする層へのアプローチが課題であり，一次予防行動と関連づけ

た包括的な対策が開発されることが望まれる。
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